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アマゾン
熱帯雨林に
迫る危機
「地球温暖化は人間活動によるものだ」。2007年、「気
候変動に関する政府間パネル（IPCC）」が国際社会
に送ったメッセージは強烈だった。石油や石炭など
化石燃料に依存した現代社会は二酸化炭素（CO2）
を排出し続ける。CO2を吸収するはずの森林は、開
発で減る一方だ。世界最大の熱帯雨林が広がるブ
ラジル・アマゾンでも農業開発が進み、違法伐採が
猛威を振るっていた。熱帯雨林を守るには何が必要
なのか。日本の国際協力への期待は大きい。

ブラジル
BRAZIL

大豆を満載したトラックが行き交う「大豆ハイウエー」。マトグロッソ州で

FIELD   SKETCH

い
け
ど
ね
」
と
フ
ラ
ン

ツ
市
長
。

現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル

の
大
豆
生
産
量
は
年

間
約
６
０
０
０
万
ト

ン
に
上
り
、
世
界
第

２
位
。
こ
の
10
年
で

２
倍
以
上
に
な
っ
た
。

食
用
の
ほ
か
、
家
畜

の
飼
料
と
し
て
欧
州

や
中
国
、
日
本
な
ど

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

セ
ラ
ー
ド
開
発
は
世

界
の
穀
物
市
場
の
需

価
値
が
あ
る
の
」
と
言
っ
た
。

市
街
地
を
一
歩
出
る
と
見
渡
す
限
り
の
大
豆
畑

が
広
が
っ
て
い
る
。
カ
ー
ギ
ル
社
や
ブ
ン
ゲ
社
な

ど
の
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
が
巨
大
な
サ
イ
ロ
を
構
え
る
。

こ
の
地
域
は
セ
ラ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
低
木
が
生
い

茂
る
地
帯
だ
。
か
つ
て
は
不
毛
の
地
と
さ
れ
て
い

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
農
業
専
門

家
を
派
遣
し
て
技
術
協
力
を
行
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

セ
ラ
ー
ド
開
発
を
後
押
し
し
た
。
ル
ー
カ
ス
ド
リ

オ
ベ
ル
デ
市
は
そ
の
拠
点
の
一
つ
だ
。

マ
リ
オ
・
フ
ラ
ン
ツ
市
長
は
当
時
、
農
業
技
師
と
し

て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
ら
と
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
最
前
線

で
働
い
た
。「
大
豆
で
栄
え
た
の
は
日
本
の
貢
献
の
お

か
げ
だ
。
市
民
は
今
や
誰
も
そ
ん
な
こ
と
を
知
ら
な

ブ
ラ
ジ
ル
は
今
や
世
界
最
大
の
大
豆
輸
出
国
だ
。

大
豆
生
産
の
中
心
は
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
。
州
中
部

の
ル
ー
カ
ス
ド
リ
オ
ベ
ル
デ
市
を
中
心
と
し
た
エ

リ
ア
は
、
国
内
の
大
豆
生
産
量
の
７
％
を
占
め
、

「
大
豆
天
国
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

同
市
の
入
り
口
に
は
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
ブ
タ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
つ
。
右
手
に
大
豆
、

左
手
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
持
ち
、
大
豆
天
国
の
訪

問
者
を
歓
迎
し
て
い
る
。
町
の
雑
貨
屋
の
女
店
主

は
「
大
豆
天
国
へ
よ
う
こ
そ
。
こ
こ
で
は
み
ん
な

大
豆
に
投
資
す
る
よ
。
お
金
よ
り
大
豆
の
ほ
う
が

文＝中村浩彦（朝日新聞科学グループ記者）
text by Nakamura Hirohiko
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不
毛
の
大
地
「
セ
ラ
ー
ド
」
を

「
大
豆
天
国
」へ
変
え
た
日
本
の
協
力

種まき前の広大な大豆畑。周辺の焼き畑の煙でかすんで見えた。マトグロッソ州で

切り出された木材を調べる環境警察の隊員。環境警察は違法な伐採や焼き畑な
どを取り締まるが、広大な森を監視するのは容易ではない。ロンドニア州で

アスファルト道路を横断するナマケモノ。アマゾンには多様な生物が生息するが、
開発によって脅かされている。アマゾナス州で
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ど
が
打
ち
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
衛
星

は
セ
ン
サ
ー
の
特
性
に
よ

り
森
林
の
有
無
は
区
別
で

き
な
い
。「
違
法
伐
採
を
監

視
で
き
る
の
は
世
界
で

『
だ
い
ち
』
だ
け
だ
」
と
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
の
島
田
政
信
・
だ

い
ち
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
言
う
。

国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
05

年
ま
で
の
５
年
間
に
世
界

全
体
で
35
万
平
方
キ
ロ
の
森
林
が
失
わ
れ
た
。
木
々

な
ど
か
ら
燃
焼
や
分
解
で
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
2

量
は
世
界
全
体
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2

の
約

20
％
を
占
め
る
。
昨
年
12
月
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

monthly Jica 2008 February 036037 monthly Jica 2008 February

給
緩
和
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
豆
最
前
線
は
「
大
豆
天

国
」
か
ら
北
へ
約
２
５
０
キ
ロ
。
セ
ラ
ー
ド
地
帯

を
越
え
て
植
生
が
一
変
す
る
熱
帯
雨
林
地
帯
に
属

す
る
イ
タ
ウ
ー
バ
の
辺
り
だ
。

大
豆
最
前
線
を
軽
飛
行
機
で
飛
ん
だ
。

眼
下
に
大
豆
地
帯
が
広
が
り
、
そ
の
真
ん
中
を

国
道
１
６
３
号
が
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
大
豆
を

満
載
に
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
通
称
「
大
豆

ハ
イ
ウ
エ
ー
」
だ
。
大
豆
畑
の
北
に
は
牧
場
が
広

が
る
。
そ
の
先
は
緑
の
熱
帯
雨
林
が
ど
こ
ま
で
も

続
く
。
そ
の
森
林
の
間
に
点
々
と
茶
色
の
地
面
が

見
え
る
。
違
法
伐
採
の
跡
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
環
境
省
・
環
境
再
生
可
能
天
然
資
源

院
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
メ
ス
キ
ー

タ
部
長
は
「
木
が
ま
ず
切
り
倒
さ
れ
る
。

そ
こ
に
牧
畜
業
者
が
入
り
込
む
。
牧
草

が
生
え
な
く
な
る
と
、
肥
料
を
入
れ
て

大
豆
畑
に
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
だ
」

と
話
す
。「
破
壊
の
連
鎖
」
が
ア
マ
ゾ
ン

を
南
東
か
ら
北
西
へ
追
い
つ
め
て
い
く
。

30
年
間
で
66
万
平
方
キ
ロ
、
日
本
の

面
積
の
約
２
倍
の
森
林
が
消
え
た
。
２

０
０
６
年
度
に
は
東
京
都
の
６
・
７
倍
、

「
ア
マ
ゾ
ン
」
の
大
豆
栽
培

約
１
万
４
０
０
０
平
方
キ
ロ
の
森
林
が
な
く
な
っ

た
。
そ
の
半
分
が
違
法
伐
採
に
よ
る
も
の
だ
。

不
毛
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
を
世
界
有
数
の
穀
倉
地

帯
に
変
え
た
日
本
の
協
力
。
今
後
は
ア
マ
ゾ
ン
の

森
林
保
全
で
の
協
力
が
望
ま
れ
て
い
る
。
開
発
と

環
境
保
全
、
双
方
か
ら
の
協
力
が
大
事
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
現
在
、
独
自
の
衛
星
で
ア
マ
ゾ
ン

地
域
の
写
真
を
撮
り
、
違
法
伐
採
の
監
視
を
続
け

て
い
る
。
し
か
し
、
10
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
ア

マ
ゾ
ン
地
域
は
雨
期
だ
。
熱
帯
雨
林
上
空
を
雨
雲

が
覆
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
衛
星
が
持
つ
光
学
セ
ン
サ

ー
で
は
、
雲
が
邪
魔
に
な
っ
て
地
上
の
様
子
は
分

か
ら
な
い
。
雨
雲
の
下
で
違
法
伐
採
業
者
が
暗
躍

し
て
い
る
。
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
メ
ス
キ
ー
タ
部
長
は

「
乾
期
に
な
り
雨
雲
が
消
え
た
ら
、
森
も
な
く
な
っ

違
法
伐
採
監
視
の
た
め
の
技
術
協
力
を

て
い
た
と
い
う
ケ
ー

ス
が
後
を
絶
た
な

い
」
と
話
す
。

今
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

期
待
を
集
め
て
い
る

の
が
日
本
の
地
球
観

測
衛
星
「
だ
い
ち
」

だ
。
日
本
の
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
06
年

に
打
ち
上
げ
た
。
地

表
を
観
測
す
る
3
種

類
の
セ
ン
サ
ー
を
備

え
る
。
そ
の
う
ち
、
地
表
に
向
け
て
発
射
し
た
マ
イ

ク
ロ
波
の
反
射
波
を
観
測
す
る
セ
ン
サ
ー
を
ア
マ
ゾ

ン
の
監
視
に
用
い
よ
う
と
い
う
の
だ
。曇
り
で
も
夜

で
も
撮
影
可
能
で
、
森
林
が
伐
採
さ
れ
た
地
域
は
、

森
林
が
残
っ
て
い
る
地
域
に
比
べ
て
黒
く
写
る
。

首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
あ
る
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
本
部
の

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年
９
月
か
ら

「
だ
い
ち
」
の
撮
影
し
た
ア
マ
ゾ
ン
の
画
像
が
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
連
邦

警
察
な
ど
と
連
携
し
て
違
法
伐
採
を
的
確
に
把
握

し
て
摘
発
し
た
り
、
画
像
を
伐
採
業
者
の
裁
判
の

証
拠
に
し
た
り
す
る
計
画
だ
。
し
か
し
、「
だ
い
ち
」

の
画
像
を
活
用
す
る
に
は
画
像
処
理
な
ど
が
必
要

に
な
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
に
は
専
門
家
が
少
な
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
に
よ
る
監
視
体
制
の
構
築

が
待
た
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
と
、
地
表
の
様
子
を
観
測
で

き
る
同
様
の
衛
星
は
、
ほ
か
に
も
米
国
や
欧
州
な

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
）
で
も
森
林
減
少
が
主
要

な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

「
だ
い
ち
」
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
監
視

が
成
果
を
あ
げ
れ
ば
、
世
界
の
森
林
減
少
の
防
止

に
活
用
で
き
る
め
ど
が
た
つ
。
地
球
温
暖
化
に
対

す
る
日
本
の
国
際
貢
献
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
な

る
と
期
待
さ
れ
る
。
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サンパウロから内陸に

約2,700キロ。アマゾンの

奥地のアクレ州でバイオ

エタノール工場の建設が

進んでいる。周囲には原

料のサトウキビ畑が広が

る。放棄されて荒れ果て

た牧草地を転用したもの

だ。すでに開墾されてい

る土地なので、新たに熱

帯雨林を破壊することが

ないのが利点だ。

工場の幹部は「バイオ

エタノールを作るために

アマゾンを破壊していて

は本末転倒だ。われわれ

は熱帯雨林を新たに伐採

することはしない」と話

す。その一方で、「雨が多

く日差しも強いアマゾン

はサトウキビ栽培に向い

ているし、未開発の土地

も多い。バイオエタノー

ルの需要がさらに高まれ

ば、ほかの地域でもエタ

ノール工場が建設され、

熱帯雨林の破壊が進む可

能性は否定できない」と

も言う。

脱化石燃料の切り札と

して脚光を浴びているの

がバイオ燃料。バイオエ

タノールの大生産国であ

るブラジルは、広大な国

土を武器に世界のエネル

ギー大国になることを目

指している。拡大するサ

トウキビ畑はブラジル奥

地のアマゾンに飛び火し、

熱帯雨林への新たな脅威

となりつつある。

熱帯雨林を脅かす
サトウキビ畑

NOTE

伐採され、緑が失われたアマゾン川源流域
の熱帯雨林。ロンドニア州ポルトベーリョの
南西約100キロで

畑にするため、森を焼き払う零細農民。零細農民による違法な焼き
畑も森林破壊の一因だ。アクレ州で

地平線まで手つかずの熱帯雨林が広がるアマゾン川の
源流域。ロンドニア州で

熱帯雨林を開墾してできた牧場。肉牛が草を
はんでいた。アマゾナス州で

p34-37_Field Sketch  08.1.25 1:12 PM  ページ 036 (1,1)


